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３辺が整数比の直角三角形・６ 

 

 次の問いに答えなさい。 

 

   図１                    図２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 図１のように，２㎝の線分ＡＢと５㎝の線分ＢＣが垂直に交わっています。点Ｄにおいて線分ＢＣ

を折ったところ，点Ｃが点Ａに重なりました。このとき，図１の□の長さを求めなさい。 

 

（２）図２の直角三角形ＡＢＣの，辺ＡＢの長さは３㎝で，辺ＢＣとＣＡの長さの和は１１㎝です。このと

き，長さの比ＡＢ：ＢＣ：ＣＡを求めなさい。 
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３辺が整数比の直角三角形・６ （１）２.１㎝ （２）３３：５６：６５ 

 

（１）図①のように補助線を引いていきます。三角形ＡＣＤはＡＤ＝ＣＤの二等辺三角形なので，頂点Ｄか

ら辺ＡＣに垂直な線ＤＥを引くとＡＥ＝ＣＥとなります。次に，頂点ＡからＤＥと平行な線を引き，辺

ＣＢの延長線と交わる点をＦとします。三角形ＡＢＣとＦＢＡは相似形なので， 

ＦＢ＝２×
２

５
＝０.８（㎝）です。ＦＣ＝０.８＋５＝５.８（㎝），ＤＣ＝５.８÷２＝２.９（㎝）なので，

□＝５－２.９＝２.１（㎝）です。 

 

   図① 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）（１）とまったく同じ手順で考えます。図②のようにＢＤ＝１１㎝となる延長線ＢＤを引くと， 
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   図② 
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（１）（２）を一般化すると，次のようになります。直角三角形ＡＢＣの辺ＡＢの長さをａ，ＢＣとＣＡの

長さの和をｂとすると，図③のように長さｂの延長線ＢＤを引くことで， 
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よって，ａ：
ｂ×ｂ−ａ×ａ

２×ｂ
：

ｂ×ｂ＋ａ×ａ

２×ｂ
＝（２×ａ×ｂ）：（ｂ×ｂ－ａ×ａ）：（ｂ×ｂ＋ａ×ａ） 

です。 

 

図③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上から示されるのは，次の３点です。 

 

① ２つの整数ａ＜ｂについて，（２×ａ×ｂ）：（ｂ×ｂ－ａ×ａ）：（ｂ×ｂ＋ａ×ａ）はピタゴラス比に

なる。 

② 角Ｂが直角である直角三角形ＡＢＣについて，ＡＢ：（ＢＣ＋ＣＡ）＝ａ：ｂが整数の比のとき， 

ＡＢ：ＢＣ：ＣＡ＝（２×ａ×ｂ）：（ｂ×ｂ－ａ×ａ）：（ｂ×ｂ＋ａ×ａ）となる。 

③ ピタゴラス三角形の３辺の比は，ある整数ａ＜ｂについて， 

（２×ａ×ｂ）：（ｂ×ｂ－ａ×ａ）：（ｂ×ｂ＋ａ×ａ）の形で表すことができる 

 

③は②から導けます。３辺の比ＡＢ：ＢＣ：ＣＡが決まれば，当然ＡＢ：（ＢＣ＋ＣＡ）はきまるためです。 
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